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（１）官民ビッグデータのワンストップ提供
○政府が持っている公的統計データを集約
○民間企業が持っているビッグデータを集約

⇒ あちこちからデータを個別に集める手間を省ける！

（２）誰もが使える簡単な操作、わかりやすい図表
○クリック１つで直感的に簡単画面操作
○様々な数値データをシステムが自動的に図表化

⇒ 分かりにくい数値データを視覚的に理解可能！

（３）進化し続けるシステム
○政府・民間企業のビッグデータの更新・追加

⇒ 最新のデータが取得可能！
クリック１つで数値を図表化
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地域経済分析システム（RESAS）の特徴
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“ビッグデータ”の利活用にかかる手間とコストがスリム化され、より身近なものに



地域経済分析システム（RESAS）で何がわかるのか
～５つのマップ（メニュー）～
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１．産業マップ
１－１．全産業花⽕図（※）
１－２．産業別花⽕図（※）
１－３．企業別花⽕図（※）
１－４．稼ぐ⼒分析
１－５．特許分布図
１－６．輸出⼊花⽕図
１－７．海外への企業進出動向

２．農林⽔産業マップ
＜農業マップ＞
２－１．農業花⽕図
２－２．農業販売⾦額
２－３．農地分析

５．⾃治体⽐較マップ
５－１．経済構造
５－１－１．企業数
５－１－２．事業所数
５－１－３．従業者数
５－１－４．製造品出荷額等
５－１－５．年間商品販売額
５－１－６．付加価値額
５－１－７．労働⽣産性
５－２．企業活動
５－２－１．創業⽐率
５－２－２．⿊字⾚字企業⽐率
５－２－３．経営者平均年齢（※）
５－３．労働環境
５－３－１．有効求⼈倍率
５－３－１．⼀⼈当たり賃⾦
５－４．地⽅財政
５－４－１．⼀⼈当たり地⽅税
５－４－２．⼀⼈当たり市町村⺠税法⼈分
５－４－３．⼀⼈当たり固定資産税

３．観光マップ
３－１．From-to分析（滞在⼈⼝）
３－２．滞在⼈⼝率
３－３．メッシュ分析（流動⼈⼝）
３－４．外国⼈訪問分析
３－５．外国⼈滞在分析
３－６．外国⼈メッシュ分析

４．⼈⼝マップ
４－１．⼈⼝構成
４－２．⼈⼝増減
４－３．⼈⼝の⾃然増減
４－４．⼈⼝の社会増減
４－５．将来⼈⼝推計

※ 国および地⽅⾃治体の職員が⼀定の制約の下で利⽤可能な「限定メニュー」

⿊字︓第Ⅰ期開発
⾚字︓第Ⅱ期開発（１次リリース分）



【中立性・客観性】
○これまでの「経験と勘と思い込み（KKO）」ではなく、「データに基づく中立的・客観的
な現状分析」を行うことができる。

○いくつかのデータを組み合わせることで、より重層的な分析を行うことができる。

【ベンチマーク・比較】
○全国平均や他の自治体との比較で、自らの自治体の「立ち位置」を確認できる。
○過去や将来推計値に基づき、時間軸を超えた比較が可能。
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なぜ自治体は地域経済分析システム（RESAS）を使うのか

RESASは、
行政関係者のみならず、地域の方々が、自主的に自分たちの地域に
ついて分析し、
地域の未来やあるべき姿を語り合うようなきっかけを提供。



＜人口ピラミッド：広島県福山市＞

＜人口構成：福岡県うきは市＞
＜転入転出：福岡県田川市＞

人口マップ：地域の人口動態や将来推計値を様々な角度から可視化
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産業マップ：地域の産業構造をマクロの視点からミクロの視点まで可視化

＜全産業花火図：長野県諏訪市＞ ＜産業別花火図：愛知県一宮市＞ 6



＜メッシュ分析：京都府京都市＞

観光マップ：地域での人の流動を地理的・時系列的に可視化

＜滞在人口推移：大阪府大東市＞
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１．人口戦略検討のポイント

人口動向分析の基本

国立社会保障・人口問題研究所（社人
研）における人口推計の方法
①出生数については、2015年の子ども
女性比等を仮定して推計

②5歳階級別に、生残率が将来も概ね
同様の傾向が続くと仮定して推計

③２０１０年から２０１５年に予測される
純移動率（転入－転出）が、徐々に縮
小すると仮定して推計

年齢階級 2010年 2015年 2020年

0－4 X１ Y1 Z1

5－9 X2 X1＋5 Y1＋5

10－14 X3 X2＋5 X1＋10

15－19 X4 X3＋5 X2＋10

20－24 X5 X4＋5 X3＋10

… … X5＋5 X4＋10

総人口の変化

自然増減

社会増減

出生数

転入者数

転出者数

死亡数

【人口変化の４要素】

【人口の将来推計の一般的な手法（コーホート要因法）】
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１．人口戦略検討のポイント

ＲＥＳＡＳを活用して議論してもらいたい事項
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１．人口分析の手法 ステップ１：年齢階層別分析
～総人口及び年齢階級３区分別過去から将来推計、人口ピラミッド～

（東京都立川市の分析より引用）



１．人口分析の手法 ステップ２：人口増減の要因分析
～自然増減、社会増減の要因をそれぞれ分析～
（兵庫県尼崎市、山形県酒田市の分析より引用）

11



12

１．人口分析の手法 ステップ２：社会増減の深堀り
～年齢階級別社会増減の分析～
（熊本県合志市の分析より引用）



１．人口分析の手法 ステップ３：地域の将来展望の把握
～将来人口推計から高齢者人口構成比等の地域の将来展望を把握する～

（徳島県美馬市の分析より引用）
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２．産業戦略検討のポイント

＜全体俯瞰のレイヤー＞

＜産業別のレイヤー＞

＜企業・取引のレイヤー＞

業種Ａ 業種Ｂ 業種Ｃ 業種４

系列 1 系列 2 系列 3

背景にある現場の知（地域の知）
～人、同窓生、地域組織、歴史的経緯、技能、文化等～

新たな経済指標

俯瞰からミクロへ、ミクロから俯瞰へ
データと現場の知との融合
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２．産業戦略検討のポイント

近距離交流と遠距離交流のバランス
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２．産業戦略検討のポイント
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２．産業戦略検討のポイント
ネットワークからの発見の例

－圏域間取引数の大きな差異と地理・インフラ－



２．産業分析の手法 ステップ１：地域の産業構造の全体像を把握①
（山形県酒田市の分析より作成）
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